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 [Overview and purpose of the course]
　本授業の目的は、英語で書かれた専門的な文献を精読することを通じて英文読解能力を養うこと
のほか、民事法分野における法の経済分析（いわゆる法と経済学）の基礎的な素養を習得すること
にある。伝統的な法学における利益考量は、解釈論におけるにせよ、立法論におけるにせよ、しば
しば直感的で曖昧な傾向があることは否めない。これに対し、経済分析は、法制度に対応して人が
どのように行動するのか（またはしないのか）について、現実を抽象化したモデルに基づく客観的
な分析を行うことを可能にする。ただし、複雑な現実世界をモデル化して分析する経済分析は、思
考の整理のためには有用なツールである一方で、モデル化の際に抜け落ちてしまった現実世界との
差異に注意を払わないと、経済分析を「誤用」してしまう危険もある。そこで本授業においては、
経済分析の有用性と、その利用の際の注意点を習得し、法を機能的な観点から捉える視点を身に付
け、法律家（または政策担当者）として説得的な議論ができるようになることを目指す。
　以上の学習を通じて、将来の進路として法学研究者を考えている方はもとより、法制度に関する
政策・立案を担う公務員（なお、裁判官も広い意味での法の政策・立案を担う公務員に含まれる）
としての進路を考えている方、企業法を専門とする弁護士または企業の法務部員としての進路を考
えている方（企業法の世界では法を機能的な観点から捉える視点を備えていることはもはや不可欠
である）にも、将来に役立つ一定の有益な知見が得られるのではないかと考えている。

 [Course objectives]
・英語で書かれた専門的な文献の読解力を高める。
・正確な日本語訳ができるように、日本語の表現力を高める。
・法を機能的な観点から捉える視点を身に付け、法律家として説得的な主張ができるようになる。

 [Course schedule and contents)]
第１回　イントロダクション
　指定文献の紹介、法の経済分析に関する基礎的な知識・考え方の説明、授業の進め方と準備・発
表の方法の周知を行う。

第２回～第14回
　指定文献を毎回３頁程度を目安に読み進める。扱う文献は、"Analytical Methods for Lawyers"第２
版の第７章の一部で、不法行為法および契約法の経済分析の基礎を扱う。事前に指定した和訳担当
者が準備した日本語訳の発表に対し、教員が解説・補足を加える。英文読解の正確性や内容理解に
ついて適宜質疑応答しながら、授業を進める。なお、和訳担当者以外の出席者に対しても、随時指
名して発言を促す。
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第15回
　期末試験

第16回
  フィードバック（具体的な方法は別途連絡する。）

 [Course requirements]
外国文献講読（法・英）は専門への導入コースなので二回生以上を対象とする。

 [Evaluation methods and policy]
平常点（30％）と期末試験（70％）により評価する。ただし、授業中に和訳を一度も発表しなかっ
た者には、単位を認めない。

 [Textbooks]
授業に必要な資料はプリント配布する。
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
授業当日に扱う予定の文献を精読するなど、毎回必ず予習をして授業に臨むこと。

 [Other information (office hours, etc.)]
この科目は法学部生を対象に開講される科目です。履修人数に余裕があれば、法学部以外の学生も
履修することが可能ですが、法学部事務室で事前申込が必要です。詳細は履修（人数）制限に関す
るお知らせで確認してください。

 [Essential courses]


